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を試みた。方法は、ICR 初妊娠マウスを妊娠 18.5 日目に帝王切開術及び卵巣




子の mRNA レベルでの発現変化を qRT-PCR を用いて比較した。その結果、正
常産褥子宮 (A 群 )では子宮筋の急激な収縮により組織内に一過性の低酸素状
態が生じ、創傷治癒に関わるとされる M2 型マクロファージを始めとした間
質細胞が誘導され、それに呼応するように VEGF や抗線維化作用を有する TGF-
β 3 の著明な発現増加が認められた。一方、子宮収縮抑制剤を投与した B 群
では、子宮復古遅延とともに微小血管再生や血管外漏出物吸収が遅延し、
VEGF、 TGF-βの発現量が著しく低下した。以上より、劇的な容積変化をきた
す子宮平滑筋の収縮能によってもたらされる組織内酸素濃度変化は、子宮特
有な内膜修復再生のための微小環境構築に関与している可能性が示唆され
た。  
